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鳥や魚た
ちの歌が

聞
こ える

千
住 新

橋
緑 地

オ ー プ ン

荒
川
河
川
敷
の
千
住
新
橋
と
J
R
線
鉄
橋
の
間
に
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

緑
地
か
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
、区
と
建
設
省
が
協
力
し
て
造
っ
た
も
の
。

身
近
な
生
き
物
が
生
息
で
き
、
そ
れ
ら
と
区
民
が
触
れ
合
う
こ
と
で
、
自

然
を
体
験
で
き
る
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
野
球
場
や
ヨ
シ
原
が
あ
っ
た
こ
の
場
所
に
、
身
近
な
生
き
物
が

生
息
で
き
る
場
所
(
ワ
ン
ド
)
と
湿
地
を
備
え
た
、
多
自
然
型
護
岸
を
つ

く
り
ま
し
た
。

ワ
ン
ド
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?

荒
川
か
ら
浅
い
入
り
江
の
ぷ
つ
に
つ

な
が
っ
た
と
こ
ろ
が
「
ワ
ン
ド
」で
す

。

こ
こ
は
1

日
2

回

潮
客

罰

ぎ
で

水
位
が
上
下
し
嫐
歹
。

ワ
ン
ド
に
い
る
魚
は
放
吟
し
た
も
の

で
は
な
く

、
荒
川
か
う
目
然
に
入
っ
て

き
た
も
の
で
、
川
の
流
れ
や
波
の
影
響

を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
の
で
。
魚
の
産

卵
や
稚
魚
の
生
育
に
た
い
へ
ん
適
し
て

い
家
T
。
調
査
の
結
果
、
荒
川
本
流
よ

り
多
く
の
魚
の
種
類
や
数
が
確
認
で
さ

声
し
た
。

花
や
草
の
芽
生
え

現
在
は
ま
だ
草
も
生
え
て
な
く
、で

こ
ぼ
こ
の
地
面
や
水
た
ま
り
ぱ
か
り
で

す
が
、
暖
か
く
な
忝
と
い
ろ
い
忝
な
植

物
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
土
の
中
に
混

じ
っ
て
い
る
種
や
根
か
ら
器
子
る
ば

か
り
で
な
く
、
鳥
の
フ
ン
や
皆
さ
ん
の

靴
Q
曩
に
付
い
た
土
が
、
他
の
場
所
か

ら
種
を
運
ん
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ど

瓦
一な
草
が
生
え
、
ど
ん
な
忠
き
物

が
す
み
つ
く
の
か
観
察
す
る
の
も
い
い

で
し
ょ
う
。
区
や
、
水
と
緑
の
公
社
で

を

の
様
子
を
調
享

る
予
定
で
す
。

自
然
を
守
る
た
め
に

ワ
ン
ド
や
ヨ
シ
原
は
、
魚
や
野
鳥
、

昆
虫
た
ち
が
安
心
し
て
産
卵
や
子
育
て

生
気
逖
所
で
す
。決
し
て
肉
食
魚
ヲ

ラ
ッ
ク
バ
ス
)
や
コ
イ
を
農
し
た
り
、

釣
り
糸
や
釣
口
鼾
を
捨
て
た
り
し
な
い

で
ぐ
だ
さ
い
。

生
き
物
を
守
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
求
罵

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

(～
8
0
)
5
2
6
1

水
と
緑
の
公
社

(
4
8
)
8
1
2
6

ヨ
シ
原
の働

き

ヨ
シ
(
ア
シ
)
は
、
水
辺
の
代
表

的
な
植
物
で
、
い
ろ
い
る
な
生
き

物
の
す
み
か
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
波
の
力
を
弱
め
て
率
夸
守
る

働
雲
泯
U

ま
す
ぷ
尼

、近
年
で

は
水
質
を
浄
化
す
る
働
き
が
あ
る

こ
と
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
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作品募集

日
程
卜
表
1

規
定
卜
表
2
(
各
部
門

と
も
個
人
作
品
に
限
り
ま
す
)

対
象
H

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

申
込

卜
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
λ
、

作
品
犁
(
日
に
会
場
で
受
付

※
申
込

用
紙
、
要
項
は
千
住
本
庁
舎
・
文
化
振

興
係
、
各
セ
ン
タ
ー
、
青
年
セ
ン
タ
ー

に
あ
n
ま
す

場
所
u
こ
ど
も
科
学
館

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
覃
ヤ
ラ
ク
シ
テ
ィ
)

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
文
化
振
興
係

　
(
a
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表1

表2

国
保
指
定
保
養
施
設

国
保
加
入
者
の
万
が
国
保
指
定
保
養

施
設
(
左
表
)
を
利
用
す
る
際
に
、
利

用
料
金
の
一
部
を
助
成
天
人
3
千
円
、

子
供
千
5
0
0円)
し
ま
す
。

対
象
卜
足

立
区
国
保
加
入
者

申
込
卜
施
設
へ
直

接
予
約
(
足
立
区
国
保
扱
い
謚
ほ
て

く
だ
さ
い
)
し
、1
週
間
以
内
に
国
保

課
の
窓
口
で
利
用
承
認
書
を
受
け
て
く

だ
さ
い

※
料
金
な
ど
く
わ
し
く
は

「国
保
だ
よ
り
4
月
号
」で
お
知
ら
せ
し

ま
す

申
・
問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

※ 料金は、契約料金から助成金( 大人3, 000円・子供1, 500
円) を引いた1 泊2 食付きの額です。

※ 区民事務所、文化・スポーツ公社では申し込みできませ
ん。ご注意ください。

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

心身障害者福祉手当( 区 制度) 、

難病患者福祉手当、重度心身

障害者手当( 都制度) 、福祉手

当( 国 制度) の手当額改定

4
月
分
か
ら
表
1
の
と
罸
朕
定
さ

れ
ま
レ
た

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
障

害
福
祉
係

表1　 手当額改定一覧

心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)・

難
病
患
者
福
祉
手

当
を
振
り
込
み
ま
す

4
月
一
曾
ご
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
(
り
冐
T
3

月
分
)
奮
讐
逞

み
ま
す
。
各
金
融
機
関
r
又
払
い
を
受

け
て
ぐ
だ
さ
い
。
問
先
卜
千
住
本
庁
舎

・
障
害
福
祉
係

障
害
者
の
方
に
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
を

交
付
し
ま
す

対
象
=
区
内
に
住
所
が一
臂
次
の
身
体

障
害
者
手
帳
武
口
持
ち
の
方
・
:下
肢
ま

た
は
体
幹
機
能
障
害
の
L
L
3
級
/
視

党
陣
害
ま
た
は
内
部
障
害
の
L
廠

※

た
び
し
、
自
動
車
燃
料
費
の
勁
冢
受

け
て
い
る
方
を
除
き
ま
す

申
請
=
身

体
障
客
者
モ
穫
、
印
か
ん
を
窓
口
に
持

参

交
付
日
畤
=
4
月
1
2日
～
1
4日
、

午
前
1
時
1
午
後
4
時
3
0分
定
午
～

午
後
L
時
の
間
奮
鏖
冢
㎝す
w
※
交
付

日
に
来
ら
れ
な
い
方
は
4
月
1
7
Bか
ら

随
時
交
付
し
t
y

申
・
問
先
=
千
庄

本
庁
舎

障
―

事
務
所
簔
2
)

表2　 福祉事務所一覧(
親
)
医
療
証
、
乳
幼
児

医
療
証
、児
童
手
当
、

児
童
手
当
(
特
例
給

付
)
を
受
け
て
い
る

方
ヘ

勤
め
先
が
麌
髮
と

、
加
入
し
て
い

る
年
金
や
保
険
証
が
獸
わ
る
こ
と
が
あ
2

チ

。
筒
篋
瓣一証
・
乳
幼
譛
霧

証

を
使
つ
て
る
方
、
児
童
手
当
(
特
例
給

付
)
を
受
け
て
い
る
方
は
変
更
の
届
が

必
要
で
す
。
手
続
に
は
▽
新
し
い
保
険

証
▽
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
方
は
厚
生

年
金
の
手
帳
(ま
た
は
コ
ピ
ー
)
▽
前

の
会
社
の
退
職
日
の
わ
か
る
も
の
(
離

職
証
・
退
職
証
明
書
等
)
が
必
要
で
す
。

な
お
、
泌
一
手
当
の
特
例
給
付
を
受

け
て
い
る
万
ほ
年
金
が
匣
生
年
金
で
な

く
な
夕

単
当
蠢
a

ら
れ
な
ぐ
な
ひ

ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係
、l
蔓
擬
係

児
童
育
成
手
当
(

育
成
手
当
・
障
害

手
当
)
の
改
正

□

育
成
手
当
の
手
当
額
お
よ
び
支
給
対

象
年
齢
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

対
象
=
R

和
5
2年
4

月
2

尽

窿

に
生

贏
れ
た
児
晋
で

。
次
の
い
ず
れ
か
の
状

態
に
あ
る
泌

戛
…

父
母
が
離
婚
/

父
ま

た
は
毋
が
死
亡
、
生
死
不
明
/

父
ま
た

は
母
に
1

年
四
で
に遺

棄
さ
れ
て
い
る
/

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
q
F

年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
/

婚
姻
に
よ
5

な
い
4

父
か
ら
認
知
さ

れ
て
い
な
い
/

父
ま

た
は
毋
が
重
度
の

障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
―
・
l

級
程

度
)
手
当
額
=
1

万
3

千
円

□
障
害
手
当
の
金
額
が
改
正
さ
れ
ま
し

た対
象
悲
'
蘖

禾
満
で
心
身
に
障
售
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
書
S

亶

・・・
精
神
薄
弱
で

『
愛
り

手
帳
』
1
-
3

度
/
身
体
障
害
で

「
身
体
障
害

者
手

帳
」
j
l
/

脳
性
マ
誓

是

は
進

行
性
筋
詈

晟

手
当
額
=

よ

舁

羊

円

―
い
ず
れ
も
―

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
状

況
に
よ
り
甲
騎
に
必
要
な
も
の
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
《

わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
・
問
先
亙
t

住
本
庁
舎
・
児
重

助
成
係東

部
・
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

方
、
ご
つ
ぞ
お
問
い
合
わ
せ
S

吉
い

日
程
等
=
表
3

表3　 ボランティア募集

問先=東部障害福祉総合センター 　5682- 5370
西部障害福祉総合センター 　3853- 0632

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

厚
生
省
で
は
、旧
ソ
洫
蔀
・
モ
ン
ゴ

ル
・
中
国
(
旧
満
州
)
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

中
部
太
平
洋
・
ビ
ス
マ
ー
ク
ー
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
・
北
ボ
ル
ネ
オ
・
樺
太
・
イ
ン

ド
に
お
い
て
慰
霊
巡
拝
(
墓
参
)
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
実
施
地

域
、
実
施
時
期
、
参
加
申
し
込
み
資
格

な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
ざ
い
。

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
民

生
係

生
活
環
境

建
築
物
等
の

除
却
工
事
に
つ
い
て

建
築
物
等
の
除
却
(
解
体
)
工
事
に
伴

い
、
粉
じ
ん
・
騒
音
等
が
周
囲
の
皆
さ

ん
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
嫐
歹
。
y

』れ
に
関
し
て
種
々
の
苦
情
が
区
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ネ
"
。
こ
の
度
、
区
で
は

近
隣
紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的

叭

関
―

を
い
た

だ
き
、
工
事
に
際
し
て
の
除
却
(
解
体
)

工
事
の
お
知
ら
せ
譽
板
の
設
置
を
促
す

た
め
、「
足
立
区
建
築
物
等
の
除
却
エ

事
の
指
導
指
默

を
制
定
し
ま
レ
た
。

昔
板
の
様
式
は
、
区
狠
祺

に
あ
り
ま

す
の
で
I
」利
用
く
だ
さ
い
。
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
建
築
指
導
課
紛
争
調
整
佩

「
白
鬚
西
地
区
第
二

種
市
街
地
再
開
発
事

業
8
、
9
街
区
住
宅

建
設
事
業
」
の
環
境

影
響
評
価
書
の
公
示
・

縦
覧

東
京
都
環
境
影
一
評
価
条
例
の
規
定

に
棊
つ
き
、
4
月
1
3
E
禾
)
に
環
境

影
亶
鷲
簍
が
公
示
さ
れ
、
次
y
と
お

り
縦
覧
さ
れ
ま
す
。
こ
の
評
価一
は
、

事
業
者
が
、
晢
兄
か
ら
出
さ
れ
た
ご

音
寛
や
区
長
の
意
見
。
知
事
の
番
査
意

見
書
に
戛
つ
い
て
評
価一
案
に
検
討
を

加
え
作
虞
し
た
も
の
で
歹
。
ま
た
、
今

回
の
縦
覧
は
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き

の
最
終
段
階
に
あ
た
2

チ

。

縦
覧

期
間
=
4
月
1
4日
～
2
8
B
(た
だ
し
、

土
、
日
曜
a
は
除
く
)

縦
覧
時
間
=

午
前
1
時
3
0分
～
午
後
4
時
3
0分

縦
x

場
所
=
千
住
本
庁
舎
・
環
境
課
、

都
・
環
場
保
全
局
環
視
影一
評
価
審
査

室
(
都
庁
第
一
本
庁
舎
低
膳
北
哂
、

都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所
(
立
川
合

同
庁
舎
4
階
)
※
な
お
、
区
立
中
央
図
S

館
、
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
で
も
閲
覧

で
き
ま
す

問
先
=
都
・
環
境
保
全
局
-

(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

内
3
1
-
2
5
1
、

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
Q
I

レ
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

間
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
廿
ん
制
度

が
あ
り
零
歹

間
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
計
画
調
轄
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4　 水洗化可能地域

水
洗
化
工
事
融
資

貸
付
金
利
の
改
定

内
容
=
水
洗
化
工
事
(
水
洗
便
所
へ
の

切
n
龜
瓦
、
浄
化
槽
の
撤
去
、
排
水
設

備
の
設
置
)
の
資
金
に
お
困
り
の
方
に

一
定
の
条
件
で
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
利
子
の
一
部
を
稀
給
し
ま
す

融

資
額
H
5
万
円
～
3
5万
円

金
利
益
5

※
平
成
7
年
i
月
I
R
受
付
分
よ
n

遡
用
。
工
事
着
工
後
9

苻
は
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
柵
工
前
に
申
請
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
計
画
調
整
課
助
成
係

1
8
8
0
)
5
2
0
8

表5　 貸付 金利( 年利)

掲
示
板

□
肢
体
不
自
由
児
者
の
緊
急
一
時
保

護
(
生
活
訓
練
)
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
4

弓
か
ら
開
始
で
歹

問
先
=
社
会
福
祉
法
人
足
立
肢
体
不

自
由
者
福
祉
会
足
立
あ
か
し
あ
園

　
(
3
8
4
9
)
1
8
8

□
短
期
講
習
「
第
3
種
電
気
主
任
技

術
者
」
科

日
時
=
l

品
官
i

了

目
H
甘
の
火
曜
、木
曜
日
芻
B
回
)
、

午
峻
6
時
F
1
時一……芬

対
象
=
第
3

緬
電
気
～

う
な
呑
在
職
者

定
員
=
4
5人

費
用
=
4
千
网
円

申
込
=
I
月
2
5

日
、
午
後
1
時
ま
で
に
来
所

場
・

申
・
問
先
£
苙
足
立
高
等
職
業
技

術
専
門
校
・
能
力
開
発
係

(
3
6
n
5
)
6
1
4
8

□ 訂正とおわび　3 月5 日号5 面の献血Q&A の見出し で 「輸出 用の血液」とあるのは「輸血用の血液」の誤りでし た。訂正し ておわびし ます。《広報課》
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健

康

が
ん
検
診
と
成
人

健
康
診
査
(

無
料
で
す
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
付
け
豕
歹
。
対
象
H
3
5歳
以
上
の
区

民

期
限
H
5
月
に
受
診
を
希
望
ず
る

方
は
4
月
2
0
B
※
胃
り
手
術
を
し
た

方
、
胃
の
同
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

□
女
性
の
が
ん
検
診

乳
が
へ

子
宮
が
久
雄
期
発
見
に

役
立
つ
検
診
で
す
。
対
象
凵
3
0歳
以
上

の
区
民

場
所
r
区
内
実
施
医
療
機
関

受
診
日
=
受
慇
果
の
指
定
期
間
内
に
、

受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
蓊
a

て

く
だ
さ
い

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
同
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
。
高
脂
取
屁
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。

対

象
卜
4
0歳
以
卜
a
歳
(
昭
和
5
年
4
月
1

日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場

所
卜
区
内
実
施
医
療
機
関

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
込
H
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
ラ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
澂
明
記
。
受
診
罘
こ
案
内

武
9

胥
じ
ま
す
。
※
消
化
器
が
ん
検

診
は
、
表
6
の
日
程
か
ら
検
診
日
、
場

所
(
第
1
希
望
ま
で
)
も
明
記

申
・
問

先
卜
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
閇一
千
住
1
1
4
-
1
8

表6　 消化器がん検診日程

ぜ
ん
息
児
の
た
め
の

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

期
間
日
7
月
3
1日
～
8
月
4
日
(
4
泊
5

日
)
場
所
H
塩
原
林
間
学
園

対
象
H

区
内
在
諡
ぶ
ん
思
の
小
学
1
年
生
L

中
心百
年
生

内
容
日
ぜ
ん
恩
の
学

習
、
水
泳
、
(
イ
キ
ン
グ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
等
を
行
う
転
地
療
養

定
員

日
1
0
0人(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
重
症

度
・
こ
れ
ま
で
の
参
加
回
数
等
を
総
合

的
に
判
断
し
て
選
考
)
一
用
卜
無
料

申
込
H
保
険
証
を
窓
口
に
持
参

申
込

期
間
日
5
月
9
日
Å
1
1日

申
・
問
先

日
千
住
本
庁
舎
・
公
害
補
償
係

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
(

前
期
)

期
間
卜
6
月
7
日
F
7
月
1
2
Eの
毎
週

水
曜
日
、
計
6
回

時
間
卜
午
後
3
時

～
5
時
3
0分
(
予
定
)

場
所
ト
ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
こ
っ
霤
2

聶

対
象
卜
区
内
在
住
で
、
ザ
ん
息
に
か
か

っ
て
い
る
小
単
生

定
員
H
如
人

費

用
H
無
料

申
込
H
保
険
証
念
合

に

持
参

申
込
期
間
卜
4
月
1
1一日
～
1
7日

鼡
後
期
は
1
0、1
1月
に
千
住
地
区
で
開

催
予
定

申
・
問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・

公
害
補
償
係

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
卜
4
月
1
8
E
(火
)
、
午
前
1
0時

と
午
後
1
時
の
I
回
(
受
付
は
、
開
始

卸
分
前
か
ら
)

場
所
卜
千
住
本
庁
舎

冫
階
会
議
室

対
象
卜
昭
和
1
0年
4
月
2

日
～
昭
和
稍一年
5
月
1
ぼ
生
袤
れ
の

方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)
内
容
H

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
続
の
説

明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付
順
)
問
先

日
中
央
本
町
庁
舎
こ
櫑
用
係

(
3
8
8
0
)
5
t
L
5
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
卜
表
7

内
容
H
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
硲
こ

愿
河
の
夜
間
相
談
は
、
産

業
振
興
鵯

存
い
ま
す
。
問
先
卜
中
央

本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
0
1

表7　 ねんきん出張相談

今
月
は
、老
齢
福
祉

年
金
証
書
の

提
出
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

(緑
色
の
手
帳
で
、
郵
便
局
の
窓
口
で

直
接
受
け
取
っ
て
い
る
年
金
)
は
、4

月
期
の
支
払
い
(
4
月
1
1
Rか
ら
)
を
受

け
取
ひ
ま
し
た
ら
、
そ
の
証
書
(
手
帳
)

を
国
民
年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。こ
れ
は
、a
月
期
の
支
払
い
金
額

を
年
金
証
書
に
記
入
す
久
だ
め
で
す
。

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
問
先

卜
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
あ
り
ま
し
た
ら
4

月
四一日
ま
で
に
か
な
ら
ず
納
め
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り

求
£

、
将
来
羮
け
る
年
金
額
が
減
ら

さ
れ
た
り
、
年
金
が
覆
K

れ
な
ぐ
な

る
こ
と
も
あ
ひ
ま
す
。平
成
6
年
度
の

納
付
書
は
4
月
2
8
E鷺
薺
忝
瓜
甬

で
忝
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
日
中
央
本

町
庁
ぞ

保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国

保

4
月
～
6
月
分
納
付

書
を
お
送
り
し
ま
す

平
成
7
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納

入
通
知
書
と
4
月
F
6
月
分
耙
付
書
を
4

月
2
0
aに
発
送
」ま
す
。
た
だ
し
、

今
回
通
知
す
る
保
険
料
は
、
平
成
6
年

度
住
民
税
翆
を
戞
に
仮
計
箕
し
て
あ
り

ま
す
。正
し
い
平
脣
に年
度
保
険
料
は
、

平
成
7
年
畧
諧
寝
額
が
決
定
し
た
時

点
で
再
計
粹
望
ヂ
の
で
、7
月
に
改

め
て
決
定
龠
謦
篤
一知
し
ま
す
。
保
険

料
の
納
期
限
は
毎
月
末
旦
にす

。
便
利

な
口
座
鬆
罰
席
石
あ
n
ま
ヂ
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問
先
卜
中
央
本
町

庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
民
健
康

保
険
料
の
改
定

平
成
7
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
均

等
割
額
と
所
得
創
額
の
料
率
(
住
民
税

額
に
か
け
る
率
)
を
改
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
諞
氏
健
康
保
険
制
度
の
健
全

な
運
掌
a
箭
展
の
た
め
の
改
定
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
夲
お
願
い
k

チ

。

均
等
割
額
(
加
入
者
よ

あ
た
り
)
凵
1

万
1
千
8
0
0円/
所
得
割
額
の
料
率
H
I

・
1
9倍

※
最
高
限
度
額
T

世
帯

あ
た
り
年
額
5
0万
円
)
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格

賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

6
5歳
以
上
で
税
申
告

が
必
要
な
い
方
は

「
保
険
料
に
関
す
る

申
告
書
」の
提
出
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
世
帯

主
(
未
加
入
の
世
帯
主
も
含
む
)
で
、
所

得
税
・
住
民
税
の
甲
舌
の
必
要
が
な
い

次
の
方
は
、
「
国
民
健
康
保
険
料
に
関

す
る
申
告
書
」(
簡
易
申
告
書
)
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
算
定
や
高

額
療
養
費
支
給
、
入
院
時
食
事
代
の
減

額
な
ど
の
判
定
資
料
に
な
n
汞
す
。
対

象
卜
6
5歳
以
上
で
税
申
告
が
必
要
の
な

い
方
(
平
成
6
年
中
の
収
入
・
所
得
が

な
い
方
、
少
な
い
方
、
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
た
方
、
年
金
収
入
り
みで
住
民

税
非
課
税
範
囲
内
の
方
な
ど
)
※
た
だ

し
、
確
定
申
告
ま
仭
謠
民
税
の
申
告

を
し
た
方
は
提
出
は
不
要
で
す
。
該
当

と
畏
K

る
世
帯
に
は
里
暑
奪
符

し
声
雇

が
、
必
要
な
場
合
は
国
民
健

康
保
険
課
ま
か
ほ
各
区
民
亊
務
所
に
あ
n

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期

限
H
4
月
2
5日
(
郵
送
可
)

問
先
日
中

央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
保
険
証

一
般
証
…
水
色

退
職
者
証
…
濃
い
は
だ
色
(

サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
)

4
月
1
日
か
ら
2
年
間
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
煢
3

月
2
4日
に
郵
送

し
声
‥だ

。
ま
だ
届
か
な
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
保
険
証
の
内

容
(
住
所
、
氏
名
な
ど
)
に
誤
吁
か
あ
っ

た
懋
ほ

、
国
民
蘗
霽
険
課
ま
た
は

区
民
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

自
分
で
訂
正
、
書
き
込
み
硲
£
三
と

保
険
証
は
無
効
に
な
Q
ま
す
。
有
効
期

限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
国
民
健
康
保

険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く

だ
さ
い
(
郵
送
可
)

問
先
弖
}
に央
本
町

庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

徴
収
嘱
託
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

資
格
H
区
内
在
住
の
3
0歳
か
ら
6
3歳
ま

で
の
方

内
容
=
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
保
険
料
の
集
金

雇
用
期
間
卜
8
月
1

日
～
平
虞
8
亨

月
髫

募
集
人

員
此
早
名

勤
務
条
件
日
月
に
1
8日

動
務

給
与
H
基
本
給
(
日
額
4
千
5
0
0

円
)
十
能
率
給
、
平
均
燻
召
羊
円
(
平

成
6
年
度
実
績
)

応
募
方
法
卜
自
筆

履
歴
書
と
作
文
「
家
族
の
健
康
と
健
康

保
険
の
役
割
」巒
孟
慶
)

を
恩
口
に

持
粐
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
書
類
審
査
(
一

次
)
の
恥
と
面
接
(
二
次
)
を
行
い
ま
す

申
込
期
限
卜
5
月
2
5
E
申
・
問
先
日

中
央
本
町
庁
舎
・
滞
納
略
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

お
し
ら
せ

学
童
疎
開
の
資
料
を

ご
提
供
く
だ
さ
い

今
か
ら
5
0年
ほ
ど
前
、
戦
条
か
ら
児

鹽
の
生
命
を
守
る
た
め
、
足
立
区
で
は

児
童
約
3
千
7
0
0人を
長
野
県
へ
集
団
疎

閧
さ
せ
ま
レ
た
。
教
育
研
究
所
で
は
、

当
時
の
貴
重
な
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ

危

ぐ
、
平
和
の
尊
枩
庚

の
世
代
へ

伝
・羮
だ
め
、
当
時
の
記
録
や
資
料
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
ご
提
供
く
だ
さ
っ

た
資
料
等
を
顋
禰
し
て
、8
月
下
旬
に

展
示
会
を
開
く
予
足
で
す
。

次
の
資
料
を
£
持
ち
の
方
は
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

□
学
童
疎
開
に
関
す
る
も
の
で

▽
教
科
書
、
ノ
ー
ト
等
の
学
用
品

▽
絵
画
、
作
又
等
の
作
品

マ
写
真
、

記
録

▽
日
記
や
手
紙
類

▽
そ
の
他

の
隻
編
冠
双
ど

問
先
卜
教
育
研
究

所

　
(
3
8
5
0
)
a
l

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運
動
…
…
(
7
)

先
に
述
べ
た
解
放
令
の
矛
盾
と
壬

申
戸
籍
に
よ
る
新
し
い
身
分
差
別

は
、
新
た
な
形
で
部
落
差
別
春
残
す

結
果
と
彁
‥
ま
し
た
。

壬
申
戸
籍
以
降
の
市
町
扛
尸
籍
で

も
様
々
な
形
で
賎
称
の
記
載
が
残
り

奔
レ
た
。
内
務
省
が
、
全
国
の
戸
籍

か
ら
賎
称
を
抹
消
す
る
よ
う
に
通
達

し
た
の
は
、
は
る
か
後
の
大
正
1
5年

の
こ
呉
手

。

し
か
し
。
し
ば
ら
く
後
に
、
自
ら

の
努
力
で
同
和
地
区
牽
収
善
し
ぷ
つ

と
冨
9
日
主
的
な
濤
罰
が
、
同
和
地

区
の
人
々
の
間
か
ら
忌
こ
っ
た
'
と

は
偬
日
さ
れ
ま
す
。

明
治
政
府
は
、
薩
摩
や
長
州
な
ど

の
藩
閥
を
中
心
と
」
た
中
央
集
権
的

な
専
制
政
治
で
、
そ
の
政
策
は
、
富

国
強
兵
、
殖
産
興
業
が
中
心
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
愍
7

銛
び
つ
い
た

小
数
の
商
人
だ
け
が
利
益
を
ひ
と
り

占
め
す
る
弊
害
が
生
じ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
反
対
す
函
氏
間
資
本
家
や
政

治
に
対
し
て
意
見
岑
述
べ
ら
れ
な
い

地
主
、
多
数
の
中
小
農
民
な
仁
印
政

治
の
在
ひ
方
に
強
く
注
目
す
る
ぶ
つ

に
な
り
ま
に
た
。

や
が
て
、
こ
う
し
た
政
治
に
不
満

を
持
つ
人
々
は
、「
憲
法
を
制
定
せ

よ
」、「
国
会
を
開
設
せ
よ
」
と
い
っ

た
要
求
を
す
す
め
て
い
く
運
動
を
起

こ
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
自
由
氏
権

運
動
で
歹
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担

当
へ

選
挙
豆
知
識

政
治
家
等
に
よ
る
入
学
祝
・
就
職
祝

な
ど
の
寄
付
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
は
、
き
れ
い
な
選

挙
、
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実

現
の
た
め
、
寄
付
の
禁
止
に
つ
い
て

厳
し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。
違
反
し

て
処
罰
さ
れ
ま
す
と
、
公
民
権
選

挙
権
・
被
選
挙
権
)
の
停
止
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
ら
痊

求
め
る
こ
と
石
蔡
止
さ
れ
、
政
治
家

等
に
強
要
す
る
y
処
罰
さ
れ
ホ
歹
。

寄
付
の
禁
止
に
関
す
る
貝
体
例
は
次

の
y
お
り
で
す
。

1
、
政
治
家
等
が
選
挙
区
内
に
あ
る

人
に
対
し
て
入
学
祝
・
卒
業
祝
・
就

職
祝
・
出
蔗
召
な
ど
を
出
家
左

2
、
町
会
・
自
治
会
が
政
治
家
等
に

対
し
て
町
内
会
の
運
助
会
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
に
使
用
す
久
壽
勝
カ
ッ

プ
や
記
念
品
を
求
め
る
こ
と
(
持
ち

回
り
の
た
め
の
貸
与
夲
含
む
)

3
、
政
治
家
等
が
町
内
会
の
催
し
物

等
に
協
賛
す
る
か
た
ち
で

、
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
町
会
名
簿
に
名
刺
広
告
を
出

畜
と

「
贈
ら
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
・

求
め
な
い
」
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明

る
い
選
挙
を
推
進
し
声
‥
)よ
う
。

《
選
挙
管
理
委
員
会

》

<ひろ ば> 催し 物 ☆アースディ・クリーンアップl n 荒川4 月16日( 日) 、午前n 時( 雨天中止) / 荒川河川敷虹の広場集 合/ ごみ拾い、
自然観察会/ 無料( 弁当 持参) / 西新井榲 付近で午後3 時解散/ 小さなご み仲間・菅原　3870- 2734
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フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

「
足
立
北
部
舍
人
町
付
近
土
地
区
画

篦
埋
竣
工
記
念
亊
芦

の
一
つ
と
し
て

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
=
5
鳳
曾
二
旦

、
午
前
1
1時

～
午
黴

。3
時

場
所
H
帝
人
い
き
い
き

公
園
(
令
人
6
-
3
)

対
象
卜
区
内

在
住
・
在
動
の
方
(
出
店
物
品
の
販
売

を
事
業
布
丙
諭
業
と
し
て
い
る
方
は

不
可
)

内
容
目
薬
品
、
食
轡
一
、
動

物
、
品
質
保
証
の
で
き
な
い
も
の
は
販

売
不
可

募
集
区
画
卜
8
0区
画
程
度
(

抽
選
)

出
店
料
=
無
料

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
庄
所
、氏
名
、年
齢
、職

業
、電
話
番
气
出
店
す
る
物
品
の
種

類
鶯
孚
朗
記
(
必
要
事
項
に
も
れ
が

あ
る
場
合
は
鵡
堪
の
対
象
に
な
Q
ま
せ

ん
)
/
1
世
帯
L
通
り
か
有
効
※
出

店
者
用
駐
車
場
な
し
/
人
1
区
画

(
3
m
x
3
m
程
度
)
/
雨
天
の
場
合
は

中
止
期
限
日
4
月
1
9
R
消
印
有
効

申
・
問
先
H
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課
〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-

1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

郷
土
博
物
館
の
催
し

地

域

講

座

野
外
調
東
一氤
と
に
地
域
の
歴
史
を

明
弘
か
に
す
る
、
地
域
講
座
を
閧
催
し

ま
す
(
月
I
回
、
通
年
)
。

□
戦
争
の
基
礎
資
料
を
調
べ
る
会

日
時
=
4
月
2
2日
(
土
)
か
ら
毎
月
第

冫
工
曜
日
、
午
後
1
時
～
4
時

内
容

卜
足
立
に
関
す
る
戦
争
の
基
礎
資
料
の

作
成

□
中
世
の
板
碑
を
調
べ
る
会

日
時
=
4
月
2
2
日
壬
)
か
巨
毋
月
第

1
土
曜
日
、午
後
冫
時
I
4
時
内
容

=
中
世
の
卒
塔
婆
(
そ
と
う
ぱ
)
…
板

碑
の
調
査

□
石
造
物
を
調
べ
る
会

日
時
H
4
月
2
3
R
百
)

か
ら
毎
月
第
4

日
曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時

内
容
=

神
社
や
お
寺
に
残
る
石
造
物
の
調
査

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
初
回
は
郷
土
博
物
館
で
才
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
廖
歹

定
員
=

各
1
0人

鳬
暹
)

費
用
卜
無
料
{
交

通
費
は
目
己
負
担

申
込
日
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
講
座
名
、
簡
単
な
参
加
の
動
機
を

明
記

期
限
=
4
月
1
8
H
I必着

区
民
教
養
講
座

「葛
西
城
と
そ
の
周
辺
」

日
時
H
4
月
1
6日

亘

、
午
後
L
時
3
0

分

場
所
日
青
年
セ
ン
タ
ー
講
師

=
谷
口
榮
氏

葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の

博
物
館
学
芸
員
)

費
用
=
無
料
(
資

料
は
先
着
7
0人
に
配
布
)

申
込
日
当

日
直
接
会
場
へ

申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

〒
1
2
0
大
谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

※
月
曜
日
休
館

情 報 コ ー ナ ー

HOW　TO　キャンプ

日 程等= 下表 対 象=16 歳以上で

青少年育成活動に関 わっている方
内 容= 野外活動の指 導者とし て必
要なこと、お よび野外実技 の演 習。

修 了者 には、修了証 をお 渡しし ま
す。 講 師= 一 二三 太氏 費用=
無 料( 材料費の み実費) 申込=
電 話 期限=4 月25 日 申・問先=
千住本庁舎 ・少年育成係
3882- 1111 ㈹

「HOW　TO　 キャンプ」日程等

楽し
く

おも
しろ

く　

ため
に な
る

ジュニアリーダー
A・Bコース研修会
子ども会活動は、豊かな人間関
係を育み、体験学習を通して自分
を発見する「学び」の場です。ジ
ュニアリーダーは、子ども会の中
で活動する中学生・高校生のリー
ダーのことです。
□ A コース
日程=5 月上旬～6月下旬のうち4
回 対象= 小学4 年～5 年生
内容= 集団ゲームなど
□ B コース
日程=5 月上旬～9 月中旬のうち5
回 対象=A コース修了者、お
よび中学生 内容= 野外キャンプ
の体験学習など

――いずれも――
※くわしい日程は、お問い合わせ
ください 費用= 無料 申・問先=
各子ども会育成会会長、または

千住本庁舎・少年育成係
3882- 1111㈹

区民スポーツ教室
初 心者のため の教室です。 日

程等= 下表 対 象=16 歳以上の区
内 在住・在勤 ・在学の方 定員=

各40人( バドミント ン・卓球は 各30
人、抽選) 費用= 無料 申込=
往復ハガキに 住所、氏名( フリ

ガ ナ) 、生 年月日、電 話番号、「種
目・場所」を明 記 期限=4 月25
日必着 申 ・問 先= 千住本庁舍 ・
体 育振 興 係 〒120 千 住1- 4- 18

　3882- 1111 ㈹
区民スポーツ教室　日程等

女性総合センターの催し
日本語ボランティア養成講座

日時=4 月25日 ～7 月11日/ 9 月5
日～11月28日/ 1 月9 日 ～3 月19

日、 いずれも毎週火曜日、午 後6
時30 分 ～8 時30 分( 全33 回) 場

所= 女性 総合センター 対 象= 区
内在 住・在勤・在学の 方 内 容=
日 本語がわから ず困 ってい る外国
人や 帰国者に、 日本語を教えるボ
ラン ティアの養成で す。外国語が
でき なくても大丈夫 講師= 酒入

郁 子氏( 日本語学校教師) 定員=30
人( 抽 選) 費用= テキスト 代実

費( 3, 000 円 程 度) 申 込= 往 復 八

ガ キに住所、氏 名( フリガ ナ) 、年
齢、電 話 番 号、希望 理由 、「日本

語ボランティア」と明記 期限=4
月18日
女性団体の学習活動を支援します

対象= 区内に活動の主体を置き、
区内在住の7 人以上( うち女性が7
創以上) の団体 内容= 女性団

体が自主的に女性問題を学習する
ときに、講演・助言などをする講
師の派遣、およびその費用の一部
の援助 定員=15 団体(審査およ
び抽選) 申込= 所定の申請書
期限=4 月28日

――いずれも――
問・申先= 女性総合センター
〒123梅島7- 33- 1
3880- 5222

スポーツ指導員養成講習会「共通科目」
共通科目と専門科目( 別に開
催) の試験に合格した方は、足立
区公認のスポーツ指導員として登
録できます。 日程等= 下表 対
象= 満20歳以上で、スポーツ指導
を行っている方、および指導者を
目指す方 定員=70 人(抽選) 費
用= 無料 申込= 往復ハガキにス

ポーツ指導員養成 講習会 「共通科
目j 、住 所、氏 名( フリガ ナ) 、年
齢、性別、電 話番号、スポーツ種
目、所属団体を明 記 期限=4 月25
日 必 着 申 ・問 先= 千 住 本 庁

舎・体 育 振 興係 〒120千 住1- 4- 18
　3882 ―1111㈹

スポーツ指導員養成講習会「共通科目」日 程等　※ 講…講義　実…実技

千住温水プールの休館

水抜き清掃のため、次の期間プ
ールをお休みします。ただし、総
合受付( テニスコート・野球場の
貸し出し、保養所の申し込み等)
は、平常どおり営業します。 期
間=4 月10日～14日 問先= 千住
温水プール 　3882―2601

総合スポーツセンター
一部利用再開のお知らせ

4月14日から柔遭場・剣道場・
アスレチックルーム・会議室が利
用できます。なお、小体育館は。7
月まで工事のため使用できませ

ん。ご協力をお願いします。 問
先= 千住本庁舎・体育管理係
3882―1111㈹

◎「 あだち広報」は再生紙を使 用し てい ます J . I . 　240, 000


